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１
なくそう飲酒運転

第902号

年末年始の

交通事故防止活動鼠瑚

１月10日俐まで実施中

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
で

日曜・祝日を除<毎日

午前9時～午後6時

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
『
宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
」
’
を
設
置
し
、
そ

れ
以
来
、
悩
み
を
抱
え
る
青
少
年
や
親
か
ら
の
、
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

電
話
を
通
じ
て
、
温
か
い
会
話
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
悩
む
心
に
も
、

き
っ
と
希
望
の
光
が
見
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
Ｉ
今
回
は
、
相
談
員
と
し
て
活

動
し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
、
こ
の
『
宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
」
で
の
相
談

活
動
の
内
容
や
、
青
少
年
問
題
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
伺
い
ま
し
た
（
相
談
員
氏

名
は
公
表
し
て
ひ
ま
せ
ん
。
文
中
の
話
は
複
数
の
人
か
ら
伺
い
ま
し
た
）
。

‐
‐
‐

１
‐
－

一
本
の
電
話
を
通
し
て

ト
電
話
の
向
こ
う
に
は
Ｉ
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
が
待
っ
て
い

Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
新
駅
設
置
準
備
経
費
な
ど

２
億
２
千
３
百
万
円
を
補
正

　
　
植
物
公
園
用
地
取
得
の
議
案
も
提
出

五
号
）
な
ど
の
補
正
予
算
や
、

宇
治
市
疵
物
公
園
用
地
か
取
得

す
る
議
案
な
ど
、
計
七
議
案
が

提
出
芦
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
懸
案

事
業
の
具
体
化
に
伴
う
事
業
費

と
事
業
執
行
に
伴
ラ
調
整
な
ど

が
中
心
で
、
補
正
額
は
二
億
三

千
三
百
二
十
七
万
一

ま
す

12月定例会

上
。
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

三
百
五
十
億
一
千
五
百
七
万
七

千
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
新
駅
設
置
準
備

　
『
宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
～
は
、

二
十
歳
く
ら
い
ま
で
（
大
学
生
を

含
む
）
の
青
少
年
と
、
そ
の
年
代

の
子
か
痔
つ
親
か
ら
の
相
談
が
対

象
。
日
曜
日
と
習
忌
く
毎
日
、

午
前
九
時
か
ら
午
生
〈
時
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
は
、
専
任
の
カ
ウ
ン
セ

・
こ
い
・
電
話
聚
掛
け
て
き
た
人
の

名
前
は
尋
ね
ま
せ
ん
し
、
秘
密
は

固
く
守
り
水
子
。
ま
た
、
相
談
員
の

名
前
も
公
表
せ
ず
、
面
会
に
も
Ｃ

じ
ま
せ
ん
。
電
話
だ
ぼ
泡
し
て

相
手
の
心
八
ぷ
れ
弗
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
令
　
　
令

　
平
成
元
年
度
の
相
談
件
数
は
、

　
経
費
に
一
億
四
千
五
百
五
十

　
万
円

▽
植
物
公
園
事
業
費
を
五
千
八

　
百
六
十
一
万
二
千
円
減
額
、

　
債
務
負
担
行
為
の
追
加
に
六

　
億
三
千
百
三
十
五
万
二
千
円

▽
心
身
障
害
児
ほ
子
通
園
施
設

　
建
設
補
助
金
に
三
千
万
円
、

千
三
百
五
十
一
件
（
無
言
忿
朕
ぐ
）
。

二
十
歳
ま
で
（
大
学
生
含
む
）
が
約

六
〇
％
を
占
め
、
そ
れ
以
上
は
約

二
五
％
で
す
（
ほ
か
は
不
明
）
。

　
相
談
内
容
で
は
、
性
が
三
八
％

と
圧
倒
的
に
多
く
、
人
生
（
九
％
）
・

家
族
・
異
性
・
健
康
と
続
章
手
一
。

　
男
女
別
で
は
、
男
性
が
約
七
五

飴
を
占
め
、
性
・
人
生
で
は
男
性

の
、
対
人
関
係
・
健
庸
で
は
女
性

の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
毒
了
。

　
　
　
　
》
　
　
》

　
ト
ト
電
話
か
掛
け
て
き
た
人
の

不
安
感
を
ぬ
ぐ
い
、
話
の
糸
口
を

つ
か
な
万
法
は
。

　
　
「
ど
ラ
し
た
の
、
と
こ
ち
ら
か

ら
車
出
鷺
掛
け
た
り
、
気
長
に

相
手
の
話
か
将
っ
た
り
、
ま
ち
ま

ち
で
す
。
で
も
、
こ
れ
も
。
大
と

大
と
の
出
会
い
で
す
。
互
い
の
波

長
欠
χ
ば
、
話
は
弾
み
未
了
。

そ
の
点
、
相
談
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
大
切
で
す
ね
」

家
庭
で
で
き
る
こ
と
は

菟道・明星町に

バス路線新設

　
面
の
中
が
子
μ
も
の
こ
と
で

一
杯
で
、
視
野
が
狭
く
な
っ
て
い

る
人
が
多
い
で
す
ね
。
相
談
員
と

一
緒
に
考
え
て
い
く
う
ち
に
、
視

野
が
少
し
で
も
広
が
Ｓ
＼
、
新
し
い

展
望
が
開
け
て
ぐ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
話
し
し
て
い
ホ
チ
」

　
－
多
様
な
内
容
で
、
と
ま
ど

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
「
相
談
員
は
、
研
修
を
重
ね
て

レ
ベ
ル
ア
″
プ
を
図
り
、
難
し
い

問
題
に
は
、
相
手
と
一
緒
に
悩
み
、

考
え
る
と
い
う
姿
勢
で
、
相
談
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談

員
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
る
こ
と

の
な
い
ぷ
？
心
掛
け
て
い
未
Ｊ

　
　
　
　
◆
　
　
◆

　
な
お
、
「
宇
治
『
こ
こ
ろ
』
の
電

～
で
は
、
登
校
拒
否
な
ど
の
よ

う
に
継
続
し
た
相
談
が
必
要
な
場

合
は
、
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
よ
容

2
2
.
1
n
.
-
ｉ
６
２
）
な
ど
、
面
談
に
応

じ
て
い
る
所
を
紹
介
し
て
い
ま
す

１
－
‐

　
今
、
青
少
年
に
と
っ
て
有
害
な

情
報
が
、
ま
ち
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
孤
立
感
を
深

め
て
い
る
青
少
年
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ホ
チ
。

　
こ
シ
レ
だ
中
で
、
彼
ら
を
守
る

場
で
あ
る
家
庭
で
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
、
最
も
相
談
件
数
の
多

い
「
性
の
問
題
」
を
例
に
、
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
膏
蛋
し
た
。

　
　
「
母
親
の
多
ぐ
は
、
我
が
子
の

性
の
問
題
に
対
し
て
は
、
つ
い
大

騒
京
ｙ
る
傾
向
が
あ
り
求
丁
。
で

も
、
こ
の
問
題
は
、
だ
れ
も
が
、

　
十
二
月
二
十
日
團
か
ら
、
菟

道
・
明
星
町
に
、
バ
ス
路
線
が

新
設
さ
れ
未
了
。

大
人
に
な
る
ま
で
に
、
必
ず
一
度

は
関
心
夕
痔
つ
も
の
で
す
。
そ
れ

を
十
分
に
理
解
し
、
冷
静
に
対
応

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

　
「
親
噛
玲
子
を
、
い
つ
ま
で

も
「
子
芦
も
」
と
思
い
が
ち
で
す
。

で
も
、
彼
ら
を
、
一
人
の
独
立
し

た
人
間
（
男
性
、
女
性
）
と
し
て

対
応
し
て
あ
ぼ
で
Ｉ
だ
さ
い
。
そ

４
ず
れ
ば
、
例
え
ば
、
異
性
の
体

に
興
味
舎
不
し
始
め
た
ご
れ
は

普
通
に
あ
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
）

年
ご
ろ
の
男
の
子
の
前
で
、
異
性

で
あ
る
母
親
が
、
女
性
と
し
て
だ

ら
し
な
い
姿
で
い
る
こ
と
は
。
で

き
な
い
は
ず
で
す
よ
ね
」

　
「
相
談
全
体
で
見
ら
れ
る
の
は
、

父
親
の
存
在
感
が
薄
い
こ
と
で
す

ね
。
父
か
軽
視
す
る
母
、
勉
強
し

て
も
ら
お
う
と
子
を
甘
や
か
す
親

な
タ
も
よ
く
見
ら
れ
未
了
。
大
切

な
の
は
、
ま
ず
両
親
が
、
夫
（
父
）

と
し
て
、
妻
（
母
）
と
し
て
の
役
割

を
。
し
っ
か
り
と
話
女
９
７
こ
と

で
す
』

　
　
　
　
奉
　
　
奉

　
子
だ
げ
で
な
ぐ
、
親
自
身
も
、

核
家
族
化
や
地
域
社
会
の
崩
壊
の

中
で
、
孤
立
感
に
陥
り
、
あ
ふ
れ

る
情
報
に
不
安
か
か
き
立
て
ら
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
し
ょ
う
。

　
μ
ラ
か
、
一
人
で
悩
吏
詐
で

　
「
ヂ
冶
「
こ
こ
ろ
」
の
軍
ｒ
へ
気

軽
に
電
話
し
で
こ
だ
さ
い
。

　
こ
の
路
線
は
、
Ｊ
Ｒ
黄
璧
駅

か
ら
羽
戸
山
、
志
津
川
口
を
経

由
し
、
明
星
町
、
菟
道
を
通
り
、

宇
治
車
庫
（
一
部
太
陽
が
丘
）
ま

で
の
間
差
仕
復
１
　
ま
す
。

　
忌
？
明
星
町
へ
の
バ
ス
乗

り
入
れ
は
、
沿
線
の
皆
さ
ん
の

長
年
の
要
望
で
、
Ｊ
Ｒ
黄
槃
駅

　
十
二
月
十
七
日
㈲
、
近
鉄
小

倉
駅
西
側
に
、
市
営
有
料
自
転

車
等
駐
車
場
（
駐
輪
場
）
が
オ

ー
プ
ン
し
未
了
。

　
こ
の
駐
輪
場
は
、
駅
前
に
放

置
し
て
あ
る
自
転
車
・
バ
イ
ク

を
収
容
す
る
た
め
に
新
設
し
た

馴
馴
馴
則
「
／

前
の
整
備
、
側
溝
改
修
、
大
型

車
感
知
セ
ン
サ
ー
の
設
置
な
ど

に
よ
り
、
バ
ス
運
行
の
課
題
が

解
決
し
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
。
皆
さ
ん
の
交

通
の
便
が
、
更
に
良
く
な
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

も
の
で
す
。
駅
周
辺
の
環
境
整

備
・
交
通
安
全
の
た
め
、
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
▼
利
用
日
・
・
・
毎
年
１
月
４
日

か
拐
片
3
1
日
ま
で
▼
利
用
時

間
…
午
前
６
時
か
ら
午
後
一
１
１
一
時

ま
で
▼
収
容
台
数
・
・
・
９
３
０
台

（
第
１
厨
買
場
・
：
７
３
０
台
・
第

２
置
迅
…
２
０
０
台
）
▼
利

用
料
金
・
・
左
表
の
と
お
り
▼
利

用
券
の
前
売
り
・
・
・
１
９
一
月
1
4
日
脚

＝
午
後
３
時
～
８
時
、
1
5
日
出

＝
午
後
３
時
～
９
時
、
1
6
日
旧

＝
午
後
１
時
Ｉ
７
時
。
い
ず
れ

も
、
近
鉄
小
倉
駅
西
自
転
車
等

駐
車
場
（
駐
輪
場
）
で
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
交
通
対
策
課
（
内
線
２

７
９
）
へ
。
　
（
交
通
対
策
課
）

　　　　　　　　　八－ノμﾇ、　/i 弔ﾑ*/J^

近鉄小倉駅西駐輪場の利用料金表(単位:円)

第一置き場 第二置き場

Ｘ 自　転　車
自動二輪車 自転車屋根あり

自助二輪車
屋根あり

2FltSあり3F屋根なし

定

期
分

1*月 1,800 1,200
へ

1,800 2,500
３ヵ月 4,70) 3.300 へ 4.700 6.60)
6ヵ月 9,200 6.300 へ 9,200 12,700

一時利用分 1回10) １回　1001回150 ｢へ へ

fir外利用 １日　10)IB　lOO １日　150へ へ

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1189

近鉄小倉駅西側
に駐輪場を開設
12月17日（
月）オープン

電
話
2
4
・
0
8
0
0

話してみませんかあなたの心を

12月20日

から運行



地
域
医
療
の
在
り
方
を
考
え
る

老
後
を
ど
う
生
き
る

か

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
．
パ
ー
ト
Ⅱ
を
開
催

　
急
速
に
進
む
高
齢
化
襲
Ｔ
来

る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
、

地
域
社
会
に
お
け
る
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
充
実
は
、
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
未
了
。
今
回
は
、
昨
年

開
催
し
た
「
地
域
医
療
の
在
り
方

夕
渦
え
る
」
パ
ネ
ル
デ
。
ス
カ
″

1fffl・‘スv^m表(:鶏に謡艶？１)

シ
ョ
ン
の
続
編
と
し
て
、
前
回
で

語
り
尽
ぐ
せ
な
か
っ
た
、
医
療
と

福
祉
の
接
点
に
ス
ポ
″
ト
を
当
て

言
詮
験
者
や
市
民
代
表
ら
に
よ

る
討
議
を
行
い
求
了
。

　
▼
と
き
…
1
2
月
2
2
日
出
、
午
後

Ｌ
時
～
ｔ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
文
化

　夫久保コース｢ヘルパイ３号車』

停留所 時間

名　　木 12: 15

緑　ヶ　原12: 17

緑ヶ原口 12: 19

近鉄大久保12:22
J R新田駅 12: 23

城南高校 12: 25

神　　明 12: 26

城南荘 12: 27

西　　町 12:28

総合庁舎 12:30

宇治市役所12:31

琵琶台ロ 12:32

折居台口 12:33
文化センター

小倉･伊勢田コース
　｢ヘルパイ２号車｣

停留所 時間
浮　　面 12:15

名木北口 12:16
西小倉 12:17

北山住宅 12: 18

小倉住宅 12:20
近鉄小倉 12:22
小　. 倉 12: 23
蔭　　山 12: 24
宇治郵便局12: 25

ユニチカ 12:26
総合庁舎 12:28

宇治市役所 12:29

琵琶台口 12: 30
折居台ロ 12:31

文化センター

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼
定
員
・
・
・
４

０
叉
▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
Ｌ

行
天
良
雄
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委

員
）
▼
パ
ネ
ラ
ー
・
・
・
樋
口
恵
子
さ

ん
（
東
京
家
政
大
学
教
授
・
評
論

家
）
、
奈
倉
道
隆
さ
ん
（
龍
谷
大
学

教
授
）
、
塩
谷
敏
辱
兄
（
宇
治
久

世
医
師
会
会
長
）
、
笠
鳴
教
瑞
さ

ん
（
市
民
代
表
・
宇
治
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
）
、
中
野
沢
爾
（
宇

治
市
助
役
）
。

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
ぶ
ｙ
。
市
役
所
の
国
民
健

康
保
険
課
と
高
齢
者
福
祉
課
の
窓

口
、
市
内
各
公
民
館
、
西
小
倉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福

祉
会
館
で
お
渡
し
し
て
ぃ
未
了
。

　
ま
た
、
当
日
、
会
場
ま
で
の
専

　東宇治コース
｢ヘルパイ１号車｣
停留所 時間

幼稚園前 12:00(04)

中住宅 12:01

御蔵　山 12:02

西住宅 12:03

御　　園 12:05

町　　並 12: 07

御蔵山参道 12: 08

木　　幡 12:09

木幡山手町 12: 10

南木幡 12 11

病　院前 12: 12

黄　　栞 12: 13

平野町 12: 14

黄槃公園 12: 15

二番割 12: 16

黄槃　台 12: 17

隼上　り 12: 18

森　　本 12: 19

三室戸 12: 20

宇治車庫 12:21

京阪宇治 12:22

宇治橋西詰 12: 24

J R宇治駅 12: 25

総合庁舎 12: 27

宇治市役所 12: 28

琵琶台口 12: 29

折居台口 12: 30

文化センター

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
中
東
情
勢
の
悪
化
は
、
ガ
ソ

リ
ン
を
は
じ
あ
、
冬
の
牛
居
に

欠
か
せ
な
い
灯
油
、
産
業
活
動

を
支
え
る
軽
油
・
重
油
な
ど
の

石
油
製
品
の
限
上
げ
を
引
渡
起

こ
し
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

や
経
済
に
大
き
な
影
響
雲
徨

し
始
め
て
い
未
了
。
中
東
は
、

地
理
的
に
は
遠
い
存
在
で
す
が
、

輸
入
原
油
の
ぶ
‥
）
％
以
上
を
中

東
産
油
国
に
依
存
し
て
い
る
我

が
国
と
し
て
は
、
中
東
情
勢
の

今
後
の
成
匯
行
き
が
、
非
常
に

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
、
注
目
洽
れ
て

い
る
「
石
油
」
に
つ
い
て
、
シ

リ
ー
ズ
で
掲
載
Ｌ
歪
す
。

よ
る
取
引
が
あ
り
求
か
、
マ

ス
コ
ミ
で
報
道
鳶
？
い
る
原

油
価
格
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ス
ポ

ッ
ト
取
引
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ニ
ュ
ー

な
ど
の
原
油
ス
ポ
ッ
ト
市
場
で

は
、
各
消
費
国
や
石
油
仲
買
人

そ
の
①

　
一
回
ご
と
の
取
引
で

　
決
ま
る
ス
ポ
ッ
ト
価
格

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
遅
Ｅ

の
ぷ
つ
に
原
油
価
格
が
報
道
さ

れ
て
い
毒
了
。
原
油
取
引
に
は

ス
ポ
″
ト
取
引
と
長
期
契
約
に

用
バ
ス
を
運
行
し
未
了
。
帰
路
も

終
了
後
（
午
後
四
時
四
十
五
分
ご

ろ
に
全
一
場
を
出
発
）
に
逆
コ
ー
ス

で
運
行
し
季
ゐ
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
｀
停
留
所
は
、
京
阪
宇
治
交

通
の
バ
ス
停
と
同
じ
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
国
民
健
康
保
険

課
給
付
係
（
内
線
２
９
６
）
か
高

齢
者
福
祉
課
医
療
係
（
内
線
３
２

６
）
へ
。
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

小
倉
公
民
館

幼
児
家
庭
教
育
学
級

三
歳
児
を
中
心
と
し
た
幼
児
の

成
長
と
家
庭
教
育
の
在
り
方
敬

－価
格
と
言
い
、
国
際
情
勢
や
需

給
動
向
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
都

度
、
価
格
は
変
動
し
禾
ｙ
。

ド
バ
イ
と
オ
マ
ー
ン
の

ス
ポ
ッ
ト
価
格
が
鍵

産
油
国
か
ら
原
油
か
輸
入
す

ス
ポ
ッ
ト
価
格

（
ト
レ
ー
ダ
ー
）
、
商
社
、
石
油

会
社
、
更
に
は
投
機
目
的
の
各

種
投
資
家
な
ど
が
参
加
し
て
、

毎
日
の
ぷ
つ
に
原
油
の
取
引
が

行
わ
れ
て
い
ま
で
］
。

　
こ
の
、
一
回
ご
と
の
取
引
で

決
ま
る
原
油
価
格
を
ス
ポ
″
ト

る
場
合
、
日
本
で
は
、
多
く
を

長
期
契
約
（
三
ヵ
月
生
年
間
）

に
よ
っ
て
い
ま
ず
。
こ
の
長
期

契
約
に
よ
る
原
油
価
格
は
、
現

在
で
は
、
ス
ポ
″
ト
価
格
に
連

動
し
て
お
り
、
契
約
し
た
時
点

で
は
価
格
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

幼児家庭教育学級の日程と内容
回 月日

一丁 　 ー 　 マ

講　　師

１ 1/16
困

他人に子供を預ける
公民館運曹審議会委員

小坂恵美子さん

２ 1/23
俐

子供の心身･言葉の発達1
平安女学院短篇大学勣騏

　荒木穂積さん

３ 1/30
團

子供の心身･言葉の発達2

４ 2/6
團

これからの私

　　　(女性の生き方)
枚方社会敦育研究所
　由里洋子さん

５ 2/13
(和

子供のこころを知ろう 京tt文数s朋大学RS
涛水佐保子さん

６ 2/20
團 同和問題について

市同和対策室長

市善法保育所長

７ 2/27
困

幼児をとりまく食生活ss境
家庭学･消費生活
コンサルタント

　高橋和子さん
８ 3/6

團
幼児をとりまく食生活環境

９ 3/13
團

子供の遊びを知ろう
吉田山保育園艮
　塩野マリさん

10 3/20
附

子ばなれ,aばなれ､夫ばなれ

自立した家族関係
枚方社会教育研究所
　由里洋子さん

講
師
と
共
に
考
Ｉ
チ
。
子
育
て

で
悩
む
お
母
さ
ん
は
ご
参
加
穴

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
表
の
と
お

り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

半
ト
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民

館
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受

講
料
・
・
・
無
料
▼
保
育
・
ｙ
歳
以
上

の
幼
児
か
加
人
ま
で
。
申
し
込
み

は
受
講
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
。

お
や
つ
代
５
０
０
円
か
必
要
▼
申

Ｌ
込
み
・
：
小
倉
公
民
館
（
豊
2
2
・

4
6
8
7
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

中
央
公
民
館

　
市
民
土
曜
講
座

　
京
都
の
く
ら
し
と
産
業

　
京
都
文
教
短
期
大
９
　
と
の
共
催

で
開
催
し
ぶ
予
。

　
▼
と
き
…
Ｗ
Ｒ
日
出
、
午
後

　
ん
。
ド
バ
イ
原
油
と
オ
マ
ー
ン

　
原
油
の
ス
ポ
″
ト
価
格
の
一
力

。
月
の
平
均
取
引
価
格
な
ど
を
基

　
準
に
、
各
油
種
に
よ
っ
て
価
格

　
を
調
整
し
、
後
決
め
で
決
定
さ

　
れ
る
の
で
す
。

　
　
例
え
ば
、
代
表
的
な
原
油
で

　
あ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ラ

　
ビ
ア
ン
ラ
イ
ト
で
は
、
一
九
九

　
〇
年
八
月
の
長
期
契
約
価
格
は

　
オ
マ
ー
ン
原
油
ス
ポ
ご
敢
引

　
の
八
月
平
均
価
格
（
一
バ
ー
レ

　
ル
当
た
り
二
五
・
六
一
ド
ル
）

　
と
ド
バ
イ
の
同
価
格
（
同
、
二

　
五
・
（
）
一
パ
ド
ル
）
の
平
均
値
（
同
、

　
二
五
・
三
三
ド
ル
）
を
と
り
、

　
九
月
初
め
に
決
ま
り
車
ｙ
。

　
　
陶
一
バ
ー
レ
ル
＝
約
一
五
九

　
リ
ッ
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
息
撮
興
課
）

１
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民

館
▼
テ
ー
マ
・
：
お
茶
と
牛
活
Ｉ
～

茶
の
成
分
と
健
康
及
び
昂
露
の

か
か
わ
り
Ｉ
▼
講
師
・
：
京
都
文
教

短
期
大
学
教
授
・
本
西
キ
ミ
コ
さ

ん
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直
接
会
場

へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
中
央
公
民
館

（
雲
2
0
・
1
4
1
1
）
へ
。

木
幡
公
民
館

　
お
せ
ち
料
理
講
習
会

　
ち
ょ
っ
と
工
夫
を
こ
β
レ
た
正

月
向
け
料
理
を
作
り
ま
す
。

。
▼
と
き
…
1
2
月
2
1
日
吻
、
午
前

1
0
時
～
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
▼
定
員
…
2
0
人
（
先
着

順
）
▼
教
材
費
・
：
１
８
０
円
▼

指
導
・
：
料
理
教
室
講
師
・
寺
崎
ひ

ろ
子
さ
ん
▼
持
ち
物
…
筆
記
用
具

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
令
タ
実
兄
、

持
ち
帰
り
用
容
器
▼
申
し
込
み
・
：

教
材
費
夕
添
え
て
、
木
幡
公
民
館

（
豊
3
2
・
８
２
８
）
へ
。

　
世
代
間
交
流

　
ち
ぎ
り
絵
教
室

　
高
齢
者
と
子
ど
も
の
世
代
間
交

流
の
場
と
し
て
、
ち
ぎ
ひ
絵
で
、

来
年
の
え
と
の
ヒ
ツ
ジ
の
絵
馬
を

作
り
ま
す
。

　
▼
と
き
・
’
・
・
1
2
月
2
2
日
出
、
午
後

Ｌ
時
半
ト
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡

公
民
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
6
5

歳
以
上
の
人
と
小
学
３
年
生
以

上
の
小
中
学
生
▼
定
員
・
・
・
各
2
0
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
指

導
・
・
・
ち
ざ
口
疵
サ
ー
ク
ル
さ
わ
や

か
▼
持
ち
物
・
・
・
は
さ
み
・
鉛
筆
・

于
雪
及
オ
ル
▼
申
Ｌ
込
み
…
木

幡
公
民
館
（
豊
3
2
・
8
2
9
0
）

へ
電
話
か
来
館
で
。

国勢調査

市の人口は177,018人

(速報値)

　
十
月
一
日
実
施
の
国
勢
調
査

で
の
、
市
人
口
の
速
報
値
（
後

日
、
総
務
庁
と
府
が
発
表
す
る

数
値
と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
が
歩
と
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
市
の
人
口

は
、
十
七
万
七
千
十
八
人
（
男

＝
八
万
七
千
四
百
七
十
八
人
、

女
＝
八
万
九
千
五
百
四
十
人
）

で
、
前
回
か
亘
万
一
士
八
百

七
人
・
約
七
賢
増
加
し
ま
し
た
。

前
回
は
約
八
％
で
し
た
か
ら
、

市
の
人
口
増
加
の
ペ
ー
ス
は
落

ち
着
い
て
き
た
ぷ
つ
で
す
。

　
十
一
月
二
十
五
日
、
第
十
九

回
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇

治
運
動
が
行
ｐ
れ
、
「
青
少
年

ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動
」
な
＼
A
J

書
い
た
ゼ
″
ケ
ン
を
付
け
た
子

ど
も
た
ち
が
、
ゴ
ミ
袋
か
手
に
、

宇
治
川
両
岸
な
ど
で
、
京
さ
缶

や
吸
い
殼
な
ど
の
ゴ
ミ
蔵
一

つ
ひ
と
つ
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　
人
口
予
想

　
特
賞
は
谷
さ
ん

　
国
勢
調
査
の
人
口
予
想
に
は
、

二
百
六
十
二
人
の
応
募
が
あ
り
、

谷
市
次
郎
章
九
（
広
野
町
大
開
）

の
予
想
（
十
七
万
七
千
五
人
）

が
最
も
近
い
数
値
で
し
た
の
で

特
賞
を
、
抽
選
で
次
の
二
十
人

の
皆
さ
ん
に
残
念
賞
衆
媚
り
ま

す
（
敬
称
略
、
順
不
同
。
皆
さ

ん
に
は
個
別
に
通
知
し
康
ｙ
）
。

　
Ｏ
平
田
サ
ヨ
子
（
五
ケ
庄
芝

ノ
東
）
、
西
村
圭
子
（
広
野
町
丸

山
）
、
森
田
泰
巳
（
小
倉
町
西
浦
）

小
泉
朝
子
（
神
明
石
塚
）
、
小
牧

三
良
（
宇
治
半
日
）
、
小
島
三
千

代
（
白
川
上
ひ
谷
）
、
田
村
佐

英
子
（
菟
道
只
川
）
、
小
林
康
子

（
神
明
宮
東
）
。
吉
田
裕
紀
（
神
明

宮
東
）
。
山
本
文
昭
（
五
ケ
庄
官

有
地
）
、
中
谷
敦
子
（
西
笠
取
下

荘
川
西
）
、
倉
谷
重
美
（
広
野
町

宮
谷
）
、
吉
村
孝
子
（
折
居
台
２

丁
目
）
、
森
悦
子
（
五
ヶ
庄
福
角
）
、

藤
井
典
子
（
大
久
保
町
北
ノ
山
）
、

土
居
敬
之
（
小
倉
町
南
浦
）
、
高

見
不
二
男
（
開
町
）
、
中
土
井
寛

子
（
羽
戸
山
２
丁
目
）
、
中
村
ひ

さ
の
（
菟
道
丸
山
）
、
藤
原
香
里

（
菟
道
車
田
）
。
　
（
企
画
課
）

1190

お
知

ら
せ

　
ア
ル
バ
イ
ト
保
健
婦

　
募
集

　
市
で
は
、
保
健
婦
の
臨
時
職
員

夕
群
集
し
て
い
季
ｙ
。
応
募
資
格

は
、
五
十
歳
く
ら
い
ま
で
で
、

保
健
婦
資
格
か
痔
ち
、
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
勤
務
で
き

る
人
。
希
望
者
は
、
市
販
の
履
歴

書
に
保
健
婦
資
格
証
明
書
の
写
し

宮
原
え
、
十
二
月
二
十
五
日
脚

ま
で
に
職
員
課
（
内
線
２
１
８
）

へ
。
応
募
者
多
数
の
握
口
、
書
類

に
よ
昨
選
考
し
て
雇
用
１
　
　
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
員
課
）

　
消
防
設
備
士
試
験

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
7
日
間
▼
と
こ

ろ
・
：
京
都
府
立
大
学
（
左
京
区
下

出すまえにもう1度！
ちえるゴミ。申にe・･力t・･ブラスチ･ヵ

など・もえぢいゴミを入れHしでTさしx

鴨
半
木
町
）
▼
願
書
と
講
竟
要

綱
の
配
布
・
：
各
消
防
（
分
）
署
で
配

布
中
▼
願
書
受
け
付
け
…
１
９
一
月
1
7

日
囲
～
2
1
日
圖
の
午
前
９
時
～
午

後
４
時
半
ま
で
、
（
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
（
上

京
区
釜
座
通
丸
太
町
上
る
・
都
文

化
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
２
階
）
で
▼
問

い
合
わ
せ
…
同
支
部
（
ａ
０
７
５
・

２
４
１
一
3
9
4
5
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
市
民
観
光
ツ
ア
ー

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
2
0
日
面
、
午
前

９
時
1
5
分
集
合
～
午
後
４
時
解
散

　
（
い
ず
れ
も
観
光
セ
ン
タ
ー
で
）

▼
見
学
先
・
・
・
萬
福
寺
、
喜
撰
山
発

電
所
（
バ
ス
利
用
）
▼
対
象
・
・
・
市

内
在
住
・
在
勤
の
人
▼
定
員
・
：
１

０
叉
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：

無
料
（
昼
食
・
湯
茶
は
各
自
持
参
）

▼
応
募
方
法
…
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
―

　　　mm事務所)

－－一一－一一－｜

枚
に
叉
ま
で
連
記
可
）
か
記
入

し
、
（
社
）
宇
治
市
観
光
協
会
宇
治

市
民
観
光
ツ
ア
ー
係
（
〒
6
1
1
宇
治

塔
川
２
）
へ
、
1
2
月
3
1
日
囲
ま
で

に
必
着
で
▼
問
い
令
幻
せ
・
：
同
協

会
（
豊
2
3
・
～
３
４
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　
▼
と
き
…
Ｗ
Ｒ
日
出
、
午
後

３
時
半
Ｌ
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
…
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
ほ
か
▼
対
象
・
：
３
・

４
歳
児
▼
参
加
費
…
無
料
▼
問
い

合
わ
せ
・
：
中
央
図
書
館
（
a
2
0
・

1
5
1
1
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
映
画
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
ｐ
一
月
1
8
日

§
=
]
≪
'
　
2
9
日
出
―
伊
勢
田
、

2
0
日
出
土

い
ず
れ
も
午
後
３
時
～
４
時
▼
対

象
・
：
市
民
▼
入
場
料
・
：
無
料
▼
問

い
合
わ
せ
・
：
横
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
豊
2
1
・
2
7
0
8
）
へ
。

　
　
　
　
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

ル
ポ
　
み
ん
な
の
手
で
美

し
い
ま
ち
に

な
る
ほ
ど
・
ザ

・
石
油

公民

館の

お知

らせ

し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
日
程
の
お
知
ら
せ
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